
１．はじめに

従来技術の限界を超える可能性のある新技術のひとつ

にナノテクノロジーがあり，世界中の主要な研究機関が

この新技術の開発に積極的に取り組んでいる．本施設は

法政大学様が文部科学省による私立大学ハイテクリサー

チ・センター整備事業の採択を受け，この技術の総合的

な開発，発展を目指して計画し建設されたものである．

クリーンルームについてはクラス１０,０００，１,０００および

１００の３スペックを，シールドについては磁気シールド

と電磁シールドを施工した．その概要を報告する．

２．工事概要

工事名称：法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究

センター新築工事

工事場所：東京都小金井市緑町３‐１１‐１５

発 注 者：学校法人 法政大学

設計監理：株式会社 山下設計

建築面積：１,４５６.６２m２

延床面積：２,５２３.５７m２

構造階数：RC造地下１階地上２階

工 期：２００３年５月１４日～２００４年３月１日

３．マイクロおよびナノ

長さの単位で“マイクロ（ミクロン）”とはマイクロ

メーター（μm）の略称であり，１メートルの１００万分

の１の長さを示す．マイクロ単位の超微細加工技術によ

れば，髪の毛の断面に文字を書くことも可能である．

“ナノ”とはナノメーター（nm）の略称であり，１メー

トルの１０億分の１，すなわち１ミリの千分の１のまた

千分の１の長さを示す．この単位は原子や分子の世界に

おける物差しである．

４．クリーンルームの概要

クリーンルームの概要を以下に示す．また，クリーン

ルームの配置および内部状況を図－１および写真－１に

示す（写真は試運転時の状況）．

クラス１０,０００：対象粒子０.５μm １０,０００個／CF

FFU４台（換気回数：２０回）

床面積：約１８９.７m２

クラス １,０００：対象粒子０.５μm １,０００個／CF

FFU４台（換気回数：２３回）

床面積：約３１.６m２

クラス １００：対象粒子０.５μm １００個／CF

FFU２０台（換気回数：１１２回）

床面積：約３１.６m２

（CFはキュービックフィートの略）

５．磁気シールドルームの概要

対象：NMR装置から発生する直流磁場

性能：NMRから漏洩磁場を隣室において ５G以下

但し，ナノ構造解析実験室において １G以下

６．電磁シールドルームの概要

電波シールド性能：１５０kHZ～１０GHZにお い て８０db

以上減衰（電界）

磁気シールド性能：遮蔽率

（S＝内部の磁界／印加磁場）

５００HZ ≦１／３０

１００HZ ≦１／３０

５０HZ ≦１／２５

１０HZ ≦１／２０
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１HZ ≦１／１５

単独A種接地（シールド室用アース）

シールド室に入る配線は電源フィルターを設置しノイ

ズカットする．電源フィルターの１次側に漏洩電流防止

のための絶縁トランスを設置．

７．施工時のポイント

「研究センター新築工事」においては，クリーンルー

ムおよびシールドルームに加えて恒温実験室，低温実験

室，バイオハザードルーム（P２レベル）という特殊な

実験環境を持った部屋がある．しかし，実験機器へ接続

される電気，水（純水），ガス（純窒素，純アルゴン，

純酸素）および実験用排水等の配管設備は発注内容に含

まれていない．これは大きな研究テーマは決まっている

ものの各研究者がどのように研究を進めるか，それには

どのような実験機器・設備が必要か，ということが発注

者側で固まっていないためである．躯体工事と並行して

これら供給設備の打合せを行い，各研究者の要望に応え

ることが重要な課題であった．この供給設備は「ユーティ

リティー設備工事」として別工事で受注した．躯体工事

の工期短縮案として，スラブ型枠にフラットデッキの採

用を検討したが電磁波への影響が懸念されたために採用

されなかった．コンクリート強度を確認後，クリーンルー

ムおよびシールドルームの型枠解体を他より先に行い仕

上工事の工程確保に努めた．

� クリーンルーム

�仕上げ
クリーンルームの床，壁および天井の仕上げについて

表－１に示す．

クラス１００および１,０００の空調は垂直送流方式を採用

した．床をグレーチングとし，天井内に防塵塗装（帯電

防止用導電性塗料）を施工している．天井から吹出して

床グレーチングを通り天井へ循環する．

クラス１０,０００の床は，表面抵抗４.１×１０８Ω（試験方
法 JIS A１４５４）の帯電防止性能を持つ長尺シートを採用

した．

壁は各クラスとも１０６Ωの帯電防止性能を持つ塗料を
使用した鋼板パネル材を採用した．また，ジョイント部

は半導体製造施設用のシーリング材料（低分子シロキサ

ン低減タイプ）を採用し施工した．

�清 掃

クリーンルームと他所との区画が乾式壁および建具に

より完成した段階で，まず床の研磨補修を行った後，掃

除機を使用して床，壁，天井の清掃を行い，次に壁パネ

ルが完了した段階で拭き掃除を行った．さらに床，壁，

天井が完成した段階で水道水による拭き掃除を行い，最

後に無塵服着用のうえでクリーンルーム用掃除機による

埃除去，無塵布，純水による拭き掃除を行い空調試運転

を開始した．

� 磁気シールドルーム

�材 料

方向性珪素鋼板 ０.３５t

�施工管理の要点
０.３５t 珪素鋼板を４枚・５枚・６枚に貼り合わせた複

合パネルを作り，各壁面の仕様に応じた貼り枚数を目違

い貼りで施工した．材料同士は突き付けで施工し，突き

付け部の隙間は２mm以内になるように注意して施工し

た．また，性能は劣化しないが鋼板という事もあり錆が

生じやすいため，資材搬入時には特に天候に注意した．

� 電磁シールドルーム

�材 料

パーマロイ １.０～１.２t

アルミ生板材 ３t

銅箔 ０.０７t

亜鉛鉄板パネル ５０t

�施工管理の要点
厚みのある鋼板のシールド材は材料同士を重ね貼り

し，重なり部をビスで固定した．薄いシールド材（銅箔）

は重ねしろを設け，ジョイント部は半田溶接で隙間がな

いように注意して施工した（図－２参照）．さらに，銅

箔材は熱による収縮・膨張が生じやすいため，半田溶接

を行った上に再度銅箔のカット材を用い，両面半田溶接

した．また，床面の銅箔施工時には，歩行等による亀裂

が生じ易いため，合板貼りによる養生を徹底した．

８．要求性能確認検査結果

引渡し前の性能確認検査および発注者手配の実験機器

搬入後の性能確認検査により要求性能が確保されている

ことが確認できた．

９．まとめ

技術の進歩は早く，要求される仕様も多肢に渡るため

今回の施工報告は，この工事独自の問題と解決方法につ

いて述べることを避け，俯瞰した内容とした．今後，同

様の物件を営業または施工する上で少しでも参考になる

ことを願う．

クラス 床 壁 天 井

１００ グレーチング 鋼製パネル システム天井

１,０００ 同 上 同 上 同 上

１０,０００ 長尺シート 鋼製パネル 鋼製パネル

表－１ クリーンルームの仕上げ

図－２ シールド材ジョイント部の詳細
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